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4
年
に
お
よ
ぶ
シ
ベ
リ
ア
抑
留
。
開
放
の
日
、
ラ
ー
ゲ
リ（
強
制
収
容
所
）の
扉
に
鍵
を
か

け
て
き
ま
し
た
・
・
・
。
こ
の
瞬
間
か
ら
シ
ベ
リ
ア
は
ひ
と
り
の
画
家
の
人
生
を
揺
さ
ぶ
り
続

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。　
　

　

5
月
16
日
、
宮
崎
進（
本
名
・
す
す
む
）先
生
が
亡
く
な
っ
た
。
享
年
96
歳
。

　

先
生
を
知
っ
た
の
は
、
高
校
の
時
に
手
に
し
た
美
術
雑
誌『
求
美
』。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰

国
直
後
の
特
集
だ
っ
た
。
時
は
流
れ
、
私
は
徳
山
市
文
化
会
館（
現
・
周
南
市
）に
就
職
し
た
。

そ
こ
で
は
郷
土
出
身
の
美
術
家
や
文
化
人
な
ど
を
展
覧
会
形
式
で
紹
介
す
る
仕
事
に
つ
い
た
。

早
々
に
里
帰
り
展
を
提
案
。
企
画
が
通
り
直
接
交
渉
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。　

　

1
9
8
9
年
3
月
10
日
、
西
武
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
中
の「
宮
崎
進
展
」。
無
機
質

な
壁
面
に
、
光
の
時
代
の
作
品
群
が
な
ら
び
壮
観
な
宮
崎
ワ
ー
ル
ド
が
広
が
っ
て
い
た
。
緊
張

の
な
か
意
を
決
し
て
先
生
に
故
郷
の
思
い
を
伝
え
た
。
す
る
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。
す
べ
て
を

受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
同
年
10
月
、
待
望
の
個
展
が
文
化
会
館
で
実
現
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
徳
山
尋
常
小
学
校
時
代
の
恩
師
、
田
中
金
一
先
生
の
話
か
ら
始
ま
り
、

岸
田
劉
生
の
最
期
を
看
取
っ
た
洋
画
家
・
前
田
麦
二
に
弟
子
入
り
し
た
こ
と
、
中
央
画
壇
で
も

活
躍
し
た
水
彩
画
家
の
河
上
大
二
に
画
家
の
何
た
る
か
を
教
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
今
あ
る
創
作

の
原
点
は
故
郷
に
あ
る
と
熱
く
語
ら
れ
た
。
そ
れ
は
改
め
て
故
郷
の
思
い
出
と
当
地
で
育
ま
れ

た
人
間
関
係
を
再
認
識
さ
れ
た
一
日
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

そ
し
て
こ
こ
に
徳
山
市（
現
・
周
南
市
）と
の
正
式
な
お
付
合
い
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の

後
は
美
術
顧
問
と
し
て
ご
指
導
い
た
だ
き
、1
9
9
5
年
、徳
山
市
美
術
博
物
館（
現
・
周
南
市
）

開
館
の
際
は
、
我
が
こ
と
の
よ
う
に
喜
ば
れ
た
。
2
0
0
9
年
か
ら
は
、
名
誉
館
長
も
お
願
い

し
た
。

　

さ
て
、
15
歳
で
故
郷
を
発
た
れ
た
先
生
は
、
日
本
美
術
学
校
卒
業
後
、
1
9
4
2
年
20
歳
で

応
召
、
入
隊
後
は
ソ
満
国
境
守
備
隊
に
配
属
。
終
戦
後
は
、
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
、

1
9
4
9
年
帰
還
。
一
時
故
郷
に
身
を
寄
せ
る
が
、
1
9
5
1
年
上
京
、
光
風
会
、
日
展
で
力

を
つ
け
ら
れ
た
。
1
9
6
7
年
に
は
、
画
壇
の
芥
川
賞
と
い
わ
れ
る
第
10
回
安
井
曾
太
郎
記
念

賞
を
受
賞
、
一
躍
売
れ
っ
子
作
家
に
。
し
か
し
な
が
ら
自
ら
を
見
つ
め
直
す
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
。
帰
国
後
は
、
時
流
を
越
え
た
骨
太
の
仕
事
を
こ
な
し
絶
え
ず
時
代
を
先
導
さ
れ
た
。

　

60
年
代
の
哀
感
漂
う
旅
芸
人
た
ち
、
70
年
代
の
省
略
化
さ
れ
る
人
物
像
と
光
の
追
求
、
80
年

代
に
は
抽
象
化
が
さ
ら
に
進
み
、
そ
の
後
半
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
は
、
ド
ン
ゴ
ロ
ス（
麻
袋
）

が
主
素
材
に
。
そ
し
て
2
0
0
4
年
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
は
先
生
の
目
指
す
高

い
精
神
性
と
独
自
の
造
形
美
が
世
界
の
注
目
を
浴
び
た
。
晩
年
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
進
む
な

か
個
展
や
出
版
を
通
し
て
そ
の
核
心
に
つ
い
て
繰
り
返
し
伝
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
長
い
仕
事
の
な
か
で
や
は
り
主
体
と
な
っ
て
い
た
の
は
シ
ベ
リ
ア
だ
っ
た
。
実
は
帰
還

後
、
早
く
か
ら
シ
ベ
リ
ア
を
描
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
亡
く
な
っ
た
戦
友
た
ち
へ
の
鎮

魂
か
、
悲
惨
な
事
実
を
残
し
た
か
っ
た
の
か
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
長
く
伏
せ
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
94
年
の
全
国
巡
回
展
か
ら
は
文
字
通
り
シ
ベ
リ
ア
が
表
舞
台
に
登
場
し
た
。

　

そ
れ
は
、「
自
分
が
何
で
あ
る
の
か
」か
ら
始
ま
り「
人
間
と
は
」そ
し
て「
生
き
る
喜
び
」へ

と
行
き
着
い
た
切
な
く
も
実
り
多
い
心
の
旅
で
も
あ
っ
た
。

　
（
周
南
市
美
術
博
物
館
館
長　

有
田
順
一
）

み
や
ざ
き
し
ん

―

シ
ベ
リ
ア
の
記
憶
を
喜
び
の
歌
へ―

―追悼―  宮崎進さん　故郷からありがとう
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1日フリー乗車券 100円　
バス内で販売しています。

徳山駅 → 美術博物館12分    美術博物館 → 徳山駅３分

周南市美術博物館1

発行　公益財団法人 周南市文化振興財団　山口県周南市徳山5854-41（0834-22-8787）http://s-bunka.jp/top/

【 美 術 博 物 館 】山 口 県 周 南 市 花 畠 町 1 0 － 1 6 　（0834－22－8880）http://s-bunka.jp/bihaku/
【 郷土美術資料館・尾崎正章記念館 】山口県周南市富田永源（永源山公園内）（0834－62－3119）http://s-bunka.jp/kyoubi/

かるちゃあ通信
Culture Information HANABATAKE

Art,Photo,History,etc. 7
2018（H30）Jul

No.279


